
本
間
玄
調
は
幕
末
、
水
戸
藩
の
生
ん
だ
名
医
で
、
漢
藺
折
衷
派
に
属

し
、
華
岡
青
洲
外
科
の
大
成
者
と
称
せ
ら
れ
、
わ
が
国
最
初
の
脱
疽
下

肢
切
断
術
施
行
者
と
し
て
、
ま
た
野
兎
病
最
初
の
記
載
者
と
し
て
名
高

い
。

今
回
、
私
は
水
戸
市
、
小
川
町
を
尋
ね
、
名
医
・
玄
調
は
一
地
方
都

市
に
忽
然
と
し
て
現
わ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
彼
を
育
て
る
べ
き
大
き

な
土
壌
が
存
在
し
て
い
た
の
を
知
っ
た
。
そ
れ
は
①
優
れ
た
家
系
、
②

稽
医
館
の
存
在
、
③
水
戸
藩
医
学
の
隆
盛
、
④
そ
の
推
進
者
た
る
藩
主
、

徳
川
斉
昭
公
の
寵
愛
が
そ
れ
で
あ
る
。

㈲
優
れ
た
家
系
と
稽
医
館

初
代
は
道
悦
と
い
い
、
島
原
の
乱
の
際
鎮
圧
軍
の
一
貢
と
し
て
戦
場

に
赴
い
た
が
、
負
傷
し
て
障
害
を
持
つ
身
と
な
り
武
士
を
断
念
、
医
学

を
学
び
、
本
間
家
の
宗
祖
と
な
っ
た
。
江
戸
に
出
て
、
次
い
で
常
陸
の

水
郷
、
潮
来
に
移
り
「
自
準
亭
」
を
開
き
、
代
々
医
業
と
し
た
。
四
代

目
道
意
は
更
に
潮
来
よ
り
小
川
村
へ
と
移
り
住
ん
だ
。
五
代
目
玄
琢
は

歴
代
の
医
師
の
な
か
で
も
特
に
優
れ
た
逸
材
で
、
水
戸
藩
に
医
学
研
究

所
の
創
立
を
願
い
出
て
許
さ
れ
、
六
代
藩
主
の
命
名
に
よ
る
「
稽
医
館
」

を
創
設
し
た
。
稽
医
館
は
藩
当
局
の
指
示
を
受
け
て
西
洋
医
学
を
研
究

す
る
な
ど
、
当
時
の
地
方
に
は
珍
し
い
医
学
研
究
所
と
し
て
発
展
し
て

本
間
玄
調
に
つ
い
て

荒
井
保
男

い
っ
た
。
玄
琢
は
稽
医
館
創
設
な
ど
の
功
績
に
よ
り
藩
医
に
列
せ
ら
れ

た
。
玄
調
の
実
父
、
玄
有
も
ま
た
稽
医
館
の
運
営
発
表
に
尽
く
し
た
功

労
者
で
、
七
代
目
の
道
偉
も
ま
た
稽
医
館
の
研
究
体
制
の
中
心
人
物
と

な
り
庶
民
救
済
と
し
て
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
郡
宰
小
宮
山
風
軒
の

推
薦
で
十
人
組
上
座
表
医
師
に
抜
擢
さ
れ
た
。
八
代
目
が
玄
調
で
、
若

く
し
て
「
家
学
」
を
学
ぶ
な
ど
医
師
と
し
て
立
つ
の
に
十
分
な
環
境
が

備
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

口
徳
川
斉
昭
と
玄
調

斉
昭
は
光
圀
、
原
南
陽
以
来
の
水
戸
医
学
を
更
に
進
展
さ
せ
、
医
療

と
厚
生
に
力
を
注
い
だ
人
物
で
あ
る
。
彼
は
教
育
改
革
を
行
い
、
一
大

藩
校
弘
道
館
を
設
立
し
た
が
、
こ
こ
に
文
館
、
武
館
と
な
ら
ん
で
医
学

館
を
併
設
、
居
学
、
講
習
の
二
寮
が
置
か
れ
、
本
草
、
蘭
学
、
調
剤
、

製
薬
の
諸
局
と
療
養
所
、
養
牛
場
、
薬
園
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

当
時
に
於
け
る
最
高
の
「
医
学
の
府
」
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き

レ
ー
《
シ
《
，
／
Ｏ

玄
調
は
後
、
召
さ
れ
て
昭
斉
の
侍
医
と
し
て
、
医
学
館
教
授
と
し
て

活
躍
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
藩
主
に
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
は
、
玄
調

を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
ゆ
く
上
で
、
多
大
な
力
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

（
平
成
九
年
九
月
例
会
）
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